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【はじめに】 

近年、医療現場は医療データの増大や医療スタッフの不足という環境の下で、働き方改革、

診断・治療の質の向上、医療リスク低減、患者 QOL 向上といった様々な課題に直面してい

る。これらの課題を解決するため、当社はモダリティとヘルスケア ITの両面から高精度な

診断画像の提供、画像を含めた医療情報の統合・解析、及び医療従事者へのタイムリーな提

供を行うべく取り組んできた。 

そして、この度、AI（Artificial Intelligence）の技術のひとつである Deep Learning

技術を用いたさまざまな画像解析アプリケーションを搭載した読影支援ソリューション

「Abierto Reading Support Solution」（以下 Abierto RSS）をリリースした。 

 

【Abierto RSS概要】 

このソリューションは、DICOＭ画像を解析するサーバ“Automation Platform”と、そ

の解析結果を参照するビューア”Findings Workflow”から構成されており、この

Automation Platformは、人の手を介することなく、解析結果を実行し、解析業務の作業

の負担を軽減する。CT・MRなどのモダリティで撮影された画像を Automation Platformが

受信すると、まず「どのような画像なのか」を判別し、それぞれの画像の種類に応じて適

した解析アプリケーションが起動し、画像解析を順番に行う。各種アプリケーションに

は、優先度が設定してあり、緊急性の高い緊急性の高い検査や、即時性を求められる検査

に対して優先的に処理を行うことができる。 

 

（図１）Abierto Reading Support Solution概要 
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Automation Platformで解析した結果は、Findings Workflowで表示する(図２)。ビュー

アとの連携機能も有し、読影時に解析結果を照らし合せることで、見逃し防止によるサポー

トを行う。なお、解析結果を院内の PACSで供覧できるよう、自動または手動で送信するこ

とも可能である。 

 

 
（図２）Findings Workflow 

 

解析の進捗から結果までを専用の Worklistで表現（図３）し、アプリケーションの処理

状況が把握できるほか、解析の進捗や PACSへの送信状況をリアルタイムに確認可能である

（図４）。アプリケーションで検知があった場合に、マークが表示され、気づきを与えるこ

とができる。 

 

（図３）Worklist 
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（図４）解析の進捗状態をアイコンで表示 

 

 

【Findings Workflowと各種アプリケーション】 

AI 解析結果画像をセカンダリキャプチャ（SC）で PACS に送信した場合、元となる 2D 画

像を 1枚ずつ確認していく手間がかかり、2nd Readであることを考えると、かなり負担が

かかっていた。さらに、各社アプリケーションごとにバラバラな解析結果を表示するほか、

追加の計測や結果の修正はできないなどの制約もあった。こういった課題を解決するため、

Findings Workflowでは Automation Platformで解析した結果を、解析アプリケーションや

PACSベンダによらず、参照するためのビューアを開発した。 

さまざまなアプリケーションを搭載しており、これらの一部は、日本放射線医学会画像診

断管理認証制度による AIソフトウェアとして 2023年 9月に認証を受けている。 

 

・Hemorrhage Analysis：頭部非造影 CT画像を正常画像と比べて CT値または画素値が高い

領域を抽出し、強調画像を作成・表示する。 

・Ischemia Analysis：頭部非造影 CT画像から脳抽出処理後、 CT値または画素値を用いた

セグメンテーションにより、正常な脳アトラス図と比較し、コントラストが低下してる領域

を抽出し、強調画像を作成、表示する。 

・Brain Vessel Occlusion：頭部造影 CT画像から血管が表示されない領域を抽出し、強調

画像を作成、表示する。 

・MR DWI/FLAIR Measurement：頭部 MRI画像の DWIと FLAIR画像の信号値から発症時間を

推定するために用い、発症時間が不明な脳梗塞の治療方針を決める際の補助を目的として

いる。 

・MR Diffusion Perfusion Mismatch：Diffusion 解析パラメータ画像の低信号領域と

Perfusion解析パラメータ画像の高信号領域を比較し、体積比算出を行う。自動体積比算出

により短時間で再灌流療法に関する情報を提供する。 

・Temporal Subtraction For Bone：LDDMM法による位置合わせ技術によって過去検査との

骨領域の差分画像を生成し、マッピングし、3D 画像と原画像の連動により、直観的に病変

を確認することができ、Follow up CT検査の読影をサポートする。 

 

さらに、他ベンダのアプリケーションも搭載している。 

・EIRL Chest CT：胸部 CT画像肺野領域における関心領域の自動抽出と計測を支援し、肺野

領域について基準値に基づいた関心領域を抽出し、抽出した関心領域の体積と最大径を自

830



動計測する。 

・EIRL Chest Screening：胸部 X線画像から肺結節候補領域の検出と胸部 X線画像の診断

において重要となる各種計測を自動で行う。 

・EIRL Brain Aneurysm：頭部 MRA画像から 2mm以上の未破裂脳動脈瘤に類似した候補点を

脳動脈瘤に近しい候補点から順に最大 4つを検出表示する。 

 

これらのアプリケーションの解析結果は、Findings Workflowで表示でき、解析アプリケー

ションや PACSのベンダに依存せず、解析結果を瞬時に把握いただくための最適なレイアウ

トと操作性を有している。（図５、図６、図７） 

また、必要に応じて、修正や解析結果をセカンダリキャプチャ（SC）で送ることも可能であ

る。 

 

 

（図５）Temporal Subtraction for Boneの解析結果を Findings Workflowで表示 

骨の経時差分した結果を 3Dにマッピング表示することで全体を俯瞰して参照することが

できる。 
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（図６）Hemorrhage analysisの解析結果を Findings Workflowで表示 

 

（図７）Ischemia analysisの解析結果を Findings Workflowで表示 

 

今後、さまざまな領域における、スクリーニングやフォローアップ、救急領域等の診断に必

要なアプリケーションを Automation Platform に搭載し、さらに読影ビューアとの連携を

はかることで、読影業務全体のワークフローの効率化を図っていく。 
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※本内容には次の医療機器プログラムが含まれます。 

・一般的名称：汎用画像診断装置ワークステーション用プログラム 

販売名：汎用画像診断ワークステーション用プログラム Abierto SCAI-1AP 

認証番号：302ABBZX00004000 

※本内容の AI技術は設計段階で用いたものであり、自己学習機能は有しておりません。 

※以下はエルピクセル株式会社の医療機器です。 

・一般的名称：汎用画像診断装置ワークステーション用プログラム 

販売名：医用画像解析ソフトウェア EIRL Chest CT  

製造販売認証番号：304AGBZX00037Z00 

・一般的名称：Ｘ線画像診断装置ワークステーション用プログラム 

販売名：医用画像解析ソフトウェア EIRL X-ray Lung nodule 

製造販売承認番号：30200BZX00269000 

・一般的名称：Ｘ線画像診断装置ワークステーション用プログラム 

販売名：医用画像解析ソフトウェア EIRL Chest XR 

製造販売承認番号： 30400BZX00285000 

・一般的名称：Ｘ線画像診断装置ワークステーション用プログラム 

販売名：医用画像解析ソフトウェア EIRL Chest Metry 

製造販売認証番号：302AGBZX00101000 

・一般的名称：MR装置ワークステーション用プログラム 

販売名：医用画像解析ソフトウェア EIRL aneurysm 

製造販売承認番号 ：30100BZX00142000 

 

参考 URL：https://jp.medical.canon/products/abierto/abierto-rss 

 

 

833

https://jp.medical.canon/products/abierto/abierto-rss

